
博物館資料保存論

情報論・MLAK
No. 書名 / 論題  編著者 資料の解説 / コメント

180
博物館情報・メディア
論

西岡貞一,
篠田謙一
編著

放送大学の学芸員資格科目の教科書。情報メディア。

181
博物館情報・メディア
論

日本教育
メディア学
会編

博物館でも情報発信やメディアの活用が求められている。基礎理論か
ら応用までを網羅的に紹介する教科書。

182
歴史情報学の教科
書 : 歴史のデータが
世界をひらく

後藤真, 橋
本雄太編

歴史データをどう活用するかに注目が集まっています。人文学に必要
なこれからの情報基盤のいくつもの作り方を具体的に案内します。

183
文化の「肖像」 : ネッ
トワーク型ミュージオ
ロジーの試み

吉田憲司
著

人びとが相互交流を重ねて新たな文化と社会を構築する、知を形成す
る装置としての博物館の可能性を提示。

184

変貌するミュージア
ムコミュニケーション :
来館者と展示空間を
めぐるメディア論的想
像力

光岡寿郎
著

博物館を社会教育施設ではなく、多様なコミュニケーションを媒介する
空間として描き直す。

185
ミュージアムの情報
資源と目録・カタログ

水嶋英治,
田窪直規
編著

情報社会における博物館の取り組みを俯瞰。目録や活動の記録化に
ついて論じています。

186
入門デジタルアーカ
イブ : まなぶ・つくる・
つかう

柳与志夫
責任編集

デジタルアーカイブを構築する現場でありがちな問題、作業手順などを
解説する、実践の手引き。類書に『デジタルアーカイブ―基点・手法・課
題（文化とまちづくり叢書）』

187
デジタル・アーカイブ
とは何か : 理論と実
践

岡本真, 柳
与志夫責
任編集

デジタル・アーカイブはどこへ向かうのか。豊富な実例から、実践、可能
性や課題を幅広く紹介。類書に『デジタル・アーカイブの最前線 : 知識・
文化・感性を消滅させないために』、『デジタルアーカイブ : 記憶と記録
を紡ぐ』

188
アーカイブズ情報の
共有化に向けて

国文学研
究資料館
アーカイブ
ズ研究系
編

私たちはどうすれば博物館等がアーカイブした資料を使えるのか。情報
を共有するための方法等を議論、考察。

189
デジタル時代のアー
カイブ

小川 千代
子編

アーカイブズを中心に、デジタル化や法規、普及などの課題を考えま
す。

190
世界のアーキビスト :
各国アーカイブズ団
体の活動

全国歴史
資料保存
利用機関
連絡協議
会総務委
員会編

国際文書館評議会の交流レセプションで発表された、世界１１カ国によ
るアーカイブ団体の現状、課題、及び取組み。

191
アーカイヴは可能か?
(Rear : 芸術批評誌リ
ア ; No.39)

文化芸術関係のアーカイブについて、利用者や作成者など、様々な立
場から課題を提示し、可能性を入門的に考察。

192

古きをのこし・つたえ
る新しき技：記録保存
からデジタルアーカイ
ブへ

(財)元興寺
文化財研
究所編

文化遺産の記録作成、特に埋蔵文化財の情報のデジタルアーカイブに
ついて、実状と活用を解説しています。

193
文化財アーカイブの
現場 : 前夜と現在、
そのゆくえ

福森大二
郎著

文化財アーカイブの具体例を示しながら、アーカイブの現状や議論をわ
かりやすく示します。

194
地域文化とデジタル
アーカイブ

岐阜女子
大学デジタ
ルアーカイ
ブ研究所
編

地域の文化財をデジタルアーカイブする方法、データ保管、利用の仕方
について、実践例に基づいて解説。
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195
博物館・文書館・大
学の資料修復

敦賀短期
大学地域
交流セン
ター編

敦賀短大講座の記録。文化財の修復について、博物館、文書館、大学
それぞれの立場から考えます。

196
MLA連携の現状・課
題・将来

水谷長志
編著

ＭＬＡ連携の現状を具体例から掘り起し、それぞれが扱う資料の特性
や、組織の枠を超えた連携の方向性を考察。なお図書館のあり方につ
いては 『理想の図書館とは何か : 知の公共性をめぐって』が詳しい。

197

多文化社会の社会
教育 : 公民館・図書
館・博物館がつくる
「安心の居場所」

渡辺幸倫
編著 ; 川
村千鶴子
[ほか] 著

多文化化が進む日本において、社会教育施設は「居場所」として、教
育、支援、社会的包摂などさまざま機能が期待されています。

198
つながる図書館 : コ
ミュニティの核をめざ
す試み

猪谷千香
著

図書館、博物館などは人びとをつなげる地域の核となれる。MLAKの可
能性を指し示します。類書に日本の社会教育シリーズの『地域づくりと
社会教育的価値の創造』63集など。

199

サブジェクト・ライブラ
リアン : 海の向こうア
メリカの学術図書館
の仕事

田中あず
さ著

本・情報と人を結ぶ専門司書の仕事から資料調査のあり方が見えてき
ます。MLAKの根幹は資料とその情報をいかに扱うかにあり、その意味
で情報学を知るのも大切です。『図書館情報学概論』、『情報リテラシー
のための図書館』もあわせて読みたい本。

200
日本の文化施設を歩
く : 官民協働のまち
づくり

松本茂章
著

全国のアート施設、博物館、歴史的建造物などを訪ね歩き、文化がどう
まちづくりに活かされているかを紹介。

201

つながる図書館・博
物館・文書館 : デジタ
ル化時代の知の基
盤づくりへ

石川徹
也，根本
彰，吉見
俊哉編

資料を扱うという面で、博物館（M)と図書館（L)、文書館（Ａ）は似通った
機能と役割を持つ。デジタル化時代のMLA連携の提言。

202
図書館・博物館・文
書館の連携

日本図書
館情報学
会研究委
員会編

シリーズ図書館情報学のフロンティア第10巻。国際的に進展している博
物館・図書館・文書館（MLA）の連携。その制度、技術、運用と、今後へ
の展望を示す。

203

欧米における図書
館、文書館、博物館
の連携 : Cultural
Heritage Sectorとし
ての図書館(Current
Awareness Portal)

菅野育子
＜Web＞欧米で進められている“Cultural Heritage Sector”を紹介。
MLA所蔵の文化遺産を電子化し、一つの情報空間とするための連携の
取り組み。

204

ネット文化資源の読
み方・作り方 : 図書
館・自治体・研究者
必携ガイド

岡田 一祐
著

ネット上にさまざまな情報があふれる現在。データの作成、利用の基本
を丁寧にガイドします。

205
課題解決のための専
門図書館ガイドブック

専門図書
館協議会
私立図書
館小委員
会編

専門分野に特化した図書等資料を収集する専門図書館を、分野別に紹
介。

206
社史・アーカイブ総研
の挑戦: 組織の歴史
承継を考える

小谷允志
[ほか] 著

会社、組織の歴史をまとめる社史。日本の長い社史編さんを振り返り、
課題を考えます。

207
取材から見えてきた
「今、問われる公文
書」

長井勉著
地域の資料を豊富に残す公文書館。公文書館が抱える管理上の問題
を、各地の取材を通して浮き彫りにします。

208
公文書をアーカイブ
する: 事実は記録さ
れている

小川千代
子, 菅真
城, 大西愛
編著

国や市町村の文書保存の仕組みをわかりやすく紹介し、身近な記録類
を整理・利用する方法を示します。

209

博物館とコレクション
管理 : ポスト・コロナ
時代の資料の保管と
活用

金山喜昭
編

博物館での収集、収蔵管理、活用、処分など、コレクション管理のあり
方を考察します。

210
ミュージアムの情報
資源と目録・カタログ

水嶋英治,
田窪直規
編著

博物館の目録は、資料の内容や来歴など様々な情報を記録する。目録
の重要性を論じる。
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211
ミュージアムのソー
シャル・ネットワーキ
ング

本間浩一
編著

発達の目覚ましいSNS、インターネットを博物館でどう利用すべきかを
論じる。

212 アーカイブズ学入門

人間文化
研究機構
国文学研
究資料館
編

アーカイブズの定義、意義、原則、用語、組織などの基本知識をわかり
やすく解説。

213

図書館・まち育て・デ
モクラシー : 瀬戸内
市民図書館で考えた
こと

嶋田学著
市民は図書館を通じて多くの気づきを得て互いに分け合い、図書館は
市民の知を支える。図書館と地域の発展の現在地を描き出す。

214
アーカイブの思想 :
言葉を知に変える仕
組み

根本彰
[著]

西洋と日本のアーカイブ思想をたどり、日本での社会的意義や課題を
問う。

215
ミュージアム・ライブ
ラリとミュージアム・
アーカイブズ

水谷長志
編著

美術館・博物館もその中に図書館や文書室を持つ例が少なくありませ
ん。その内容や役割を紹介。

216

図書館を学問する :
なぜ図書館の本棚は
いっぱいにならない
のか

佐藤翔
副題の「図書館の本棚はいっぱいにならないのか」など、素朴な疑問か
ら、図書館の意義や役割、魅力を発見します。

217
図書館員をめざす人
へ

後藤敏行
著

図書館員を目指す人へ。現場の様子、日本と世界のライブラリアンのイ
ンタビューを交えたガイド。

218
デジタルデータの長
期保存・活用 : その
理論と実践

嘉村哲郎
責任編集

デジタルデータを保存するためのシステムや運用ほかインフラの観点
から、理論と実践を論じる。シリーズ3巻目

219 図録行政法

齋藤健一
郎, 西上
治, 堀澤明
生編 ; 川
端倖司 [ほ
か] 著

資料集仕立てでビジュアルに行政法を分かり易く解説。
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